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YukikoNakao

載は省略す るが、滅菌物 のカー トと連結 し、滅菌の省力
は じめに
化、効率化 を 目的 と して導入 した 「AGV(automatic
新病 院移転後、2年 が経過 した。移転前、材料部婦長 guidedvehicle:無 人搬 送ロボッ ト)と 連 動 した コン ピ
と して新病院移転 の課題に取 り組み、後述する導入経過 ュー ターによる遠隔制御 の滅菌 システム」 の導入は、世
を踏まえて新病 院へ移転 した。移転後 、1年 間新 システ 界で初めての開発である。(共 に第14回 医療 情報学 連合
ムがほぼ安定稼動す るまで関わった。当時 、移転 に向け 大会 に報告する)
ての準備や新 システムの検討 、パ イロッ トプランの実施、
各種委員会活動等 、 「看護業務支援」 をめ ざ して、全力
1.シ ステム導入経過
を挙げて取 り組 んで きた。新病院移転後 、従来か らの滅
菌物 に加 え、滅菌 デ ィスポーザ ブル製品(以 下滅菌デ ィ システム構築 に当た っては、導入をスムーズに行 うた
スポ)も 中央管理 とな り、材料管理に関 しては全 て新 シ めに、以下の4つ の段 階に分 け、計画的 なシステムの導
ステム となった。共にシステムの基本を"定 時定数交換" 入 を図ることとした。
と し、ハー ドはそれぞれの 目的や機能性に応 じた もので、 第1期:平 成元年6月 か ら平成2年3月
「カー ト交換方式」 として導入 した。特 に特定治療材料 「コ ・ス トラク物 品管理システム」基本構 想案
も含めて滅菌デ ィスポの中央管理移行へのパ イロッ トプ の策定 と院内の組織上の合意 を得る。
ラン実施で は、大学病院で"定 数管理"が うま く機能す 第II期:平 成2年4月 か ら平成3年9月
るだろ うか?」 「対象科 に迷惑 をかけ てはい けない」 と 「コ ・ス トラク物 品管理 システム」パ イロッ ト
言 った不安や心配か ら、当初3ケ 月間ブ ッ通 しの無休で プランを幾つかの部署 において実施。
働いたのは生涯忘 れ られ ない。多 くの方 々の協 力が あっ 第 皿期:平 成3年9月 か ら平成5年8月
て無事移転 し、新 システム も概ね安定稼動 していること 「バー コー ドによる特定治療材料 トレースシス
か ら、材料部婦長 としての役割責任は果 たせた と自己評 テム」 の構築 とパ イロッ トプランの実施。
価 し、内心 「ホ ッ」 としている今 日である。 第IV期:平 成5年9月 新病院開院か ら
今 回、安藤邦子看護部長 より投稿 の機会 を与えていた 「コ ・ス トラク物品管理 システム」 「バー コー
だき、当時 を振 り返 り、新 システムである 「コ ・ス トラ ドによる特定治療材料 トレース システム」の全
ク物 品管理 システム」「バーコー ドに よる特定 治療材 料 面実施 。
トレースシステム」 について、導入経過 、導入 目的、導 (1)第1期
入後の評価 と今後 に向けて等 を含め、概要を報告 したい。 以下の基本構想 について、材料 部運営委員会及 び主任
尚、「バー コー ドによる特定治療 材料 トレース システ 看護婦長会にお いて審議 の上、了承 された 。(注:主 任
ム」 は当院独 自の開発 システムである。また、今 回、記 看護婦長は移転後 、病棟婦長 に改 名す る)
*大 阪大学医学部附属病院
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「コ ・ス トラク物品管理 システム」基本構想
目 的:院 内の材料の供給 を中央管理す ることによっ
て、看護業務の支援 を図る と共 に、病 院運営
の効率化 を目的 とす る。
管理形態:材 料 の一本単位 を基本 とする定時定数交換 シ
ステム とす る。
対象物 品:滅 菌 デ ィスポ とす る。
組織 との連携:新 規材料 の採用 につては、 「デ ィスポ対
策検討会」の承認 を要することとする。
マスター管理:1製 品1銘 柄 を目標 とす る。
責任分担:品 目は各部署、数量は材料部。
(注:コ ・ストラク(Co/Struc)と は、CoherentとStructures
の略語で、統合性や互換性を有するさまざまなコンポーネント
の組み合わせによって、より優れた医療環境づくりを行 うため
のシステムハー ドであり、米国hermanmiller社 の特許製品
である。〉
(2)第II期
各部署 の在庫調査 を実施 し、品 目 ・数量 ・交換サ イク
ルを決定 し、パ イロッ トプランとして、忙 しい部署で材
料の行 き交 う共観科 の多い5部 署 を選定 し、稼動 させた。
パ イロッ トプラン実施1年 後に、①在庫量 、②材料収納
面積、③有効期限切 れの発生量 、④看 護業務 量 の変化 、
⑤ ア ンケー ト調査に よる職員の意識の変化等 について評
価 を行 い、良好 な結果 を得た。(1992年 第23回 日本看護
大 阪大 学看 護 学雑 誌Vol.2No,1(1996)
協会看護管理学会に報告する)
(3)第 皿期
物品管理 システムの第2段 階 と して、特定治療材料 と
準特定治療材 料 を対象 とする 「バー コー ドによる特定治
療材料 トレース システム」 の構築 と、パ イロッ トプラン
を実施 した。 この 「バーコー ドによる特定治療材料 トレー
ス システム」は、材料部側 の消費データ と医事会計側の
診療内容通知デー タを月単位 に突合 し、部署 ごとに品 目
及 び金額 を トレース(trace:追 跡)す るシステ ムであ
る。中央か ら供給 した特定 治療材料が 、多忙 な診療現場
を介 して、診療内容通知情報 として入 院掛へ送 られてい
るか トレースすることで、使用(消 費)の 確 認 を行 い、
結果 として、的確 な診療報酬請求 につながるものとした。
このシステムの構築 については、医事掛、情報処理掛、
入院掛 、用度掛 の事務部門 とコ ・ス トラク物 品管理 シス
テムパ イロッ トプラン実施部署(第1外 科)の 医師 、婦
長、副婦長及び材料部婦長 、副婦長等により検討を行い、
電算環境の整備 、プログラムの整備 、特定治療材料バー
コー ドラベルの作成、使用通知書の作成 、マニュアルの
作 成等 を行い、導入 を進めていった。約1年 間の試行 よ
り、診療内容 の精度 について有効な結果 を得 た。(1993
年国立大学附属病院医療情報連絡会議 に報告す る)
(注:シ ステムフローは図1、 特定治療材料バーコー ドラベル
は図2、 特定治療材料使用通知書は表1参 照)
図1バ ーコー ドによる特定治療材料 トレースシステム業務概略 フロー
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表1特 定治療材料使用通知書
(4)第IV期
平成5年9月 の新病 院開院時に全病棟 と全外来におい
て、「コ ・ス トラク物 品管理 システム」、「バ ーコー ドに
よる特定 治療材料 トレースシステム」 を 斉 に稼動開始
した。 また、大学病 院で は、急性期疾患患者の収容 もあ
り、以下 のような対策 を実施 した。
①backupの 必 要 な材 料 につ いて は、箱 単位 に よる
"定量補充 システム"を 併用す る
。 
②	 臨時貸 出室 を整備す る。職員IDカ ー ドで 入室可
能。 
③	 特定治療材 料についてのみ 、使用通知 を材料部へ行
うことを条件 として、先が けての使用を可能 とする。
さらに、適正 な 「定数」 の管理のために、半年に1回 、
定数等 を見直す ことをマニュアル化 した。
一31一
2.物 品 管理 と搬 送
当院の コ ・ス トラク物 品管理 システムに準備 したハー
ドは、1部 署につ き、Cロ ッカー2本 とプロセス テーブ
ル1台 を基本 とした。 「カー ト交換方式」として、Cロ ッ
カーはロ ッカー交換 を、プロセステーブルは引 き出 し交
換 を行 っている。 これ らの搬 送業 務 はメ ッセ ンジャー
(委託外注職員)に よ り行 われている。 カー トの交換サ
イクルは各部署 と検討 し、外科系 は週2回 、内科系は週
1回 、中央診療の特殊救急部、ICU、 分娩育児部 は週3
回 を原則 とした。供給時は材料が定数分収納 されてお り、
病棟 では材料 の使用 ・未使用にかかわ らず 、カー トが交
換 される。交換 により定数が満 たされる。 この カー ト交
換 方式の最大 の利点は、搬送中に人の手 による移替 え作
業が無い ことである。また、病棟ではす ぐ使用で きる状
態 でカー トが提供 されることから、受 け取 り後の材料の
再収納や、移替 え作業 は無い。従来、 この辺の狭 間の仕
事 はすべて看護職が行 って きた。新 システム に切 り替 え
た ことで、この狭 間の仕事 を看護職か ら一掃 した。また、
定 時定数交換方式 とした ことで、病棟側 のオー ダーを臨
時以外…掃 した。これによ り、中央はオーダーに振 り回
されず、病棟側 もオーダーに付随する業務は無 くなった。
6ケ 月等の定期的な"定 数"見 直 しは、必要 な品 目を確
保 し、不必要 な品 目を削除 してい くことから、臨時オー
ダーを極力減 らせ るものである。定時定数交換 によるカー
ト交換方式 は、間接看護に消費される時間を削減 し、そ
の分直接看護 に生かせ る時間を生 じさせ た。同時に、滅
菌物の搬送途中の移替 え作業 を無 くしたことは、搬送業
務 を簡素化 したのみで な く、人の手に よる汚染の機会 を
無 しと した。エ タノール等によ り清拭 された清潔 な引 き
出 しに収納 された滅菌デ ィスポが、病棟側 に扉を閉めた
クローズの状態 で届 くことは、医療 の安全性か らも評価
で きる と考 えている。従来、旧病院で行 っていた業者に
よる1品 ごとの各部署へ の直接納品は、 もはや論外であ
る。院内感染 を考 えれば、外部の人の出入 りを極力抑え
る意味からも、理 に適っている。
3.こ だ わ り続 け た 「看 護 業務 支 援 」
「コ ・ス トラク物品管理 システム」 「バー コー ドによ
る特定治療材料 トレースシステ ム」 の導入 目的の1つ は、
看護業務支援 である。 「看護業務支援」 は、当初他職種
にその真意が理解 されず、単 に 「看護婦が楽 をす ること
か?」 と言った揶揄 もあった。新病 院移転後、システム
が安定稼動 し、特定治療材料の診療内容通知漏れ もほ と
ん ど無 くなったことで、揶揄 も消 えたが、今一度、臨床
看護業務支援 の真意 を明 らかに してお きたい。
看護業務 は、一般的に直接看護 と間接看護 に分け られ
る。直接看護 は患者 との対応やベ ッ ドサ イ ドケァを主 と
して意味 し、間接看護は付随する業務 を意味す る。 この
「看護業務支援」の意味す るところは、 間接 看護 に費や
される時間 を直接看護に費やせる(生 かせる)よ うにす
る ことであ る。 「コ ・ス トラク物品管理システム」 「バー
コー ドによる特定治療材料 トレースシステム」 を導入 し
た ことで、従来、各部署で看護職が行 っていた物品管理
に関す る間接看護業務の在庫の確 認、発注 、納 品受 け、
倉庫整理 、小 出 し、収納棚 の整理、業者 との対応等 を中
央業務 として集約 し、病棟 の看護婦 か らこれ らの業務 を
無 しとした。時間的 な評価 は一部ではあるが表2の 通 り
である。 これはパ イロッ トプラン実施 時に、内科2部 署
とICUで 行 った タイムス タデ イの結 果 であ る。全体 で
1時 間以上の削減 である。
図3は 、新病院移転後、病棟の材料購入 を金額全体か
ら評価 した もので、中央管理の ものが80%を 占めている。
表2看 護業務量の変化
請求
在庫管理 伝票 収納整理 発注検収 合 計
起票訳
導 A 39秒 5分 23分31秒 4分54秒34分04秒

入対

前平象者B 1分15秒 0 9分03秒 0 10分18秒 計71分15秒
 
均 C 0 0 27分15秒 0 27分15秒
導 A 0 0 3分17秒 46秒 4分06秒

入 対

後 象 B 0 0 0 0 0 計4分03秒
 
平 者
 
均 C 0 0 0 0 0

A:婦 長B:看 護婦C:看 護 助 手
図3材 料購入管理状況(シ ステム稼働 後)
期間 平成5年10月 ～6年3月
購入品目 購入金額
命令書isx
非
滅菌ディスポ 
72%
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従来は100%部 署の管理で購入 していた ものが、20%に
減少で きたことは、かな りの業務支援 と評価で きる。
ソーラクロン、アングレイのmallagementofpatient
care(都 留伸子鑑訳)に よれば、「看 護 におけ る生 産性
(productivity)と は、患者 ケアの質 を維 持 し、改 善 し
なが ら、適切 なコス トで一定の時間内 に遂行 され る仕事
量 を指 して言 う」 とある。患者ケアの質 を維持 し、向上
させ るには直接看護業務 の充実な しで は成 り立た ないこ
とか ら、看護業務支援 の真意は看護 の生産性(nuresing
productivity)の 向上にあ った と言 える。 これは 当院
の看護部500人 世帯 を考 えれば、病院全体 にとって も大
きな価値内容であった と確信す る。
4.委 託外注 への方向性
新病 院移転後の材料部はサ プライセ ンターの位置づけ
とな り、滅菌物 を扱 うのは従来の材料部であ り、従来か
らの職員であ る。滅菌デ ィスポの中央管理 も材料部の対
応 となったが、新病院移転後か らのス タッフは業務請負
の委託外注職員である。材料部婦長は滅菌物管理 の観点
からこの両方 に関わっている。外注化の導入が進む今 日、
滅菌デ ィスポの管理や システム維持の作業 は外注化 の時
代 、言い換 えると、看護婦でな くて もで きる作業領域 と
なった。
文部省で認 められている材料 部看護婦の定員は 、看護
婦長 も含めて3名 である。新病 院移転前、新 システムの
試行や委員会活動、そ して移転 の準備等多 くの人手 を要
した為 と、移転 に向けて病棟 における患者数の縮小化 も
あ り、材料部 の看護婦配置数は最大5名 とな ってい た。
新病 院開院後 は4名 とな り、さらに数 ケ月後は元の3名
となった。減 じた人数は病棟への配置換 えであった。そ
して、平成6年4月 は2名 となった。同年、新病棟一つ
が稼動 を開始 した。 この現象の真意は、看護婦 でな くて
もでき る業務は他職種 に渡 し、看護婦本来の職域 に看護
婦 を戻 し、看護料金加算 を充実 させた と言 える。病棟で
は、次世代 に向けて看護婦が本来の職域で仕事 をす る方
針で進まなければ、看護の生産性の向 上 も望 め ない し、
看護教育4年 生の時代 に入ったことを考えると、曖昧 な
職務は伝承 されがたい と思われる。材料部の看護婦配置
の是非につ いては、滅菌物の安全性の保証 ということも
あ り、今後 の課題でる。
委託外注化 は時代 とともに進 むであ ろう。この場合 の
委託外注職員 はスペ シャリス トに留 まらずゼネラリス ト
の域 にも及び、看護職では もはや対応が及ばない時代 も
大 阪大 学看 護学 雑 誌Vo1.2NQ.1(1996)
来るであ ろう。看護職 としての専 門職性の追求 は安 閑
5.シ ス テ ム稼 動 後 の 評価 と今 後 に向 けて
としておれない時代 に入 ったことも、受け止 める必要が
ある。 システム稼動後 の評価 は、図4、 図5の グラフに集約
される。図4は 、平成6年 度月別の突合デー タの推移 で
図4病 棟にお ける突合 データ
図5コ ・ス トラク物品管理 システム 在庫金額推移
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ある。合致率 とは、病棟で使用 した特定治療材料の消 費
データと医事会計側 の診療内容通知デー タとを品 目毎 に
突 き合わせ 、消費 と医事請求が合致 している もの を率で
示 した。累計合致率98.2%は 、消費 した特定治療材料 が
90%以 上診療内容通知がで きている ことを示 して い る。
かつて 「請求漏れが多 い」 と言 われた ことは、特定治療
材料 においては解決 したと言って も過言ではない。 この
ことは、病院運営の経済効 率その もので ある。"看 護婦
が楽 をす る"と 言った揶揄は一笑 される。この合致率90
%以 上 の維持は、各部署の協力の現れであるが、合致デー
タの フィー ドバ ックの貢献 も大 きい。中央から各部署 に、
毎月、品 目毎の突合結果が報告 される。部署では何が診
療内容通知 につなが っていなか ったか評価で き、他病棟
との比較 もやる気 にさせ、全体の動 きも知 ることが で き
る。同様 に、端末のメールー覧で は、月ごとに中央 か ら
の注意点 も含めたメ ッセージの伝達 もある。 この ことで
他 職種 に も動 きが把握で きる。
また、 システム維持 に大 きく貢献 し、必要不可欠な組
織 委員会 として 「ディスポ対策検討会 」 が上 げ られ る。
委員長 はサ プライセ ンター長であ るが、構成委員は外科
系 、中央診療系 の医師、及 び病棟婦長 よ り構成 される。
内容 で重要な ことは、新規 に採用希望 があれ ば、利益の
評価 もさることなが ら、在 来品との相違点や銘柄 に よる
比較 を行い、同等品であれば、複数銘柄 を入札 して、質
の良い もの を安 く購入する方法 を取っている。 このこ と
で採用品 目の標準化がで きること、必要なものを採用 し、
不要 になった ものをマス ターか ら削除で きるといったマ
ス ター品 目を常 に一定の枠 内に押 さえる効果がある。中
央管理で は、組織 との連携が重要である。一定のルール
があって こそ、システムは安定 に稼動す る。
図5は 平成6年 度の中央 と全部署 も含めた院内全体の
在庫金額の推移であ る。中央では、特定治療材料 につい
ては毎月、全 ての材料につ いては在庫 を最小 にで きる月
の月末 に、棚卸 しを行い、データと現物の照合 を確認 し、
在庫管理の徹底 を図 っている。折れ線 グラフよ り、全体
在庫が徐々に減少 している ところに管理の質が評価で き
る。病院は入 院患者 を収容 しているこ とか ら、在庫 をゼ
ロにはで きない。在庫金額 の減少は、デ ッ ドス トックの
発生 を極力予 防できている と判断する。
「カー ト交換方式」の内容 は、「定時 定数交換 システ
ム」であ る。過去数年間の試行か ら、定量補 充方式 も併
用 し、緊急時の対応 の手立 てとも した。この定量補充の
オーダーは部署発生ではない。中央 か ら出向 き、点検 ・
補 充があ る。中央 は出向 くことで、末端在庫 の動 きを実
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感 し、定数管理 に役立て 、同時 に消費管理 の徹底 を行 う
ものである。看護職による片手 間のオーダーは、末端在
庫 を余儀 な く膨れ させ る。中央 から出向 くとい う方法で
消費管理に 目が行 き届 き、管理 の質 を上げたと評価 して
いる。
今後 さらに、各システムが安定稼動 を維持 してい くた
めには、中央 と各部署の相互の協力が必要不可欠である。
中央 には変動性ある定数管理が求め られ、各部署では相
互 に取 り決めた システムルールを守 り、全体の システム
ルールづ くりの参加が求め られる。
また、第IV期 に含 まれ なかった手術部 、(中 央)放 射
線部へ のシステム拡大が必要で ある。
現在のシステムは、材料 部のパ ソコンによるオ フライ
ンで動いてい る。今後、 「看護業務支援」を根底 に、オー
ダ リングシステム との接点 をどのように してい くか模索
してい くこと も、医療 情報 システムの完成度 を高める も
のであろ うと思われる。
6.お わ り に
リス トラ、 リエ ンジニ アリングと並んで、ロジステイ
クス(logistics)と いう言葉が ある。共 に産業界にお け
るビジネスプロセスの再構築に使 われる言葉である。発
想の原点は 「顧客満足」 を思考 の原点 としてい る。 日本
能率産業協会 コンサルティングの小林俊 一氏 に よれば 、
ロジステイクス とは①顧 客満足 を思考の原点 と して、②
調達～生産 ・仕入れに至 るプロセスで、③物やサー ビス
の供給 に関 して、④ 目的 を計画的 に遂行す るために、⑤
人、設備 、情報、資金 を有効 に活用することと提 唱 して
い る。 「看護業務支援」の発想 は、顧 客 としての臨床側
の満足 を思考の原点 としている と言って も過言ではない。
臨床側 に立 った発想 は患者サー ビスの 向上 に直結す る。
また、看護部だけが良 くなったかと言えば、病院の経済
効率につなが ったこ とを評価すれば全体が良 くなったと
言 える。バー コー ドラベル貼 り替 えによる情報の伝達は、
診療 内容通知 を正確かつ簡便 に した ことで、事務 部門の
作業効率 に役立ち、全部署統一 したハー ドの標準化 は材
料収納位置の標準化 を可能 とし、引 き出 しを開ければす
ぐ使用 で きる状態 で材料が供給 される こと等 は、臨床の
医師や看護婦の仕事 を し易 くした等々、 「部分最 適」 で
な く、全体 と して改善 された と言 える。人、設備、情報、
資金 も大い に活用 した。 システム導入の最大の 目的であ
る 「看護業務支援」 に も貢献 で きた。新病 院移転 に向け
て計画 的に取 り組 んだ推移 を省みれば 、「コ ・ス トラク
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物 品管理 システム」、「バ ーコー ドによる特定治療材料 ト
レース システム」の導入 は、阪大病院における 「ホス ピ
タルロジステ イクス(HL:HospitalLogistics)その
ものであったと考える。 中で も特 に、安藤看護部長 を中
心 と した看護部の団結心が、病 院移転 を契機 にHLの 大
きな成果 をもた ら した と思 っている。
平成5年 の新病 院移転 にむけての物流 シス テムの基本
構想案を作成 したのは、移転 より6年 前の昭和62年 であ
る。当時 セン トラルユニの システムプラ ンナー(現 在 シ
ステム環境研 究所取締役)山 本行俊氏 に助言 を受け、阪
大版の"基 本構想案"を 作成 した。現在 の両 システムの
安定稼動 は、 この基本構 想案 を元 に3年 間のパ イロ ッ ト
プランの実働 か ら修得 した多 くの事柄が生かされている。
また、当時材料部の場所 が足 りず に廊下 まで風 呂敷 を広
げ、一緒 に仕事 を した材料部副婦長の待鳥陽子 さんの支
えがあったか らこそ、移転 を乗 り切ることができたと思っ
ている。 この場 をお借 りして、ご両人に心か ら感謝いた
します。
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